
「比和自然科学博物館だより」として、新情報や収蔵展示資料の紹介などをしていきます。紹

介した展示資料が館内のどこにあるのか、探してみると楽しいですよ！

※展示標本と写真の個体は同じではない場合がありますので、ご了承ください。

庄原市立
比和自然科学博物館
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〒727-0301広島県庄原市比和町比和1119-1

TEL:0824-85-3005   FAX:0824-85-3006
Email:soumu-hiw@city.shobara.lg.jp

【解説：秋山美文 (比和自然科学博物館客員研究員)】

広葉樹の伐採跡地で，コナラやミズナ

ラなどのひこばえを探して歩くと見つか

るのがモンクロベニカミキリです。若葉

を食べるために集まっているのですが，

本来の住処は樹冠，つまり，林の一番上

の部分です。

春に伐採地を訪れた時，切り倒された

ばかりのミズナラの葉に，たくさんのモ

ンクロベニカミキリが集まっていました。

このような樹冠を生活の場にしている

ため普段見かけることはありませんが，

伐採跡では樹高が低いために近くで観察

することができます。

ベニカミキリの仲間は3種おり，上翅の紋がないのがベニカミキリ，上翅の縁が黒い毛で縁取ら

れるのがヘリグロベニカミキリ，上翅に大きな黒紋があるのがモンクロベニカミキリです。この黒

紋の形や大きさには個体差があります。

また，雄の触角は⾧く(写真の個体)，雌は短いため，雌雄の区別は容易です。展示しているのは

雌個体です。
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